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＜調査の概要＞ 
 

１ 調査の目的 

千葉市の幼稚園・保育所・認定こども園と小学校との連携・接続に関する現状を把握

し、今後の具体的方策の検討の基礎資料とする。 

 

２ 調査対象 

（１）幼保調査 

千葉市内の全私立幼稚園・保育所・認定こども園 

 園（施設）数※2 備考 

私立幼稚園（認定こども園）※1 89（4） 廃園予定の園等を除く。 

民間保育園（認定こども園）※1 94（4）  

公立保育所（認定こども園）※1 59（2）  

計 242（10）  

※1 私立幼稚園から移行した園（民間保育園と一体化したものを含む）は「私立幼稚園」、民間保育園から移

行した園及び地方裁量型認定こども園は「民間保育園」、公立保育所から移行した園は「公立保育所」に計上。 

※2 カッコ内は認定こども園数（内数） 

（２）小学校調査 

千葉市内の全市立小学校（112校） 

 

３ 実施期間 

（１）幼保調査 平成 28年 7 月～8月 

（２）小学校向け調査 平成 28年 9 月 

 

４ 主な調査項目 

Ⅰ 子どもを中心とした交流活動について 

Ⅱ 要録の作成・活用について 

Ⅲ 教職員同士の連携活動について 

Ⅳ 幼児期と小学校との円滑な接続について 

Ⅴ 家庭や保護者への支援・啓発について 

 

５ 調査票の配布・回収方法 

電子メール又は書面にて配布・回収 

 

６ 調査票の回収状況 

 配布数 回収数 回収率 

（１）幼保調査 242 242 100.0% 

（２）小学校調査 112 112 100.0% 
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＜基礎データ＞ 
 

１ 幼稚園・保育所・認定こども園の設置からの年数（29.3.31時点） 

単位：年 

 最短 最長 平均 

幼保全体 1 88 34.8 

 私立幼稚園（認定こども園） 10 88 47.1 

民間保育園（認定こども園） 1 66 15.3 

公立保育所（認定こども園） 36 68 47.4 

 

２ 幼稚園・保育所・認定こども園及び小学校の規模（28.5.1時点） 

単位：人 

 最小 最大 平均 

幼保全体 3～5歳児数 2 376 92.8 

年長児数 1 137 32.0 

 私立幼稚園（認定こども園） 3～5歳児数 18 376 156.7 

年長児数 5 137 55.1 

民間保育園（認定こども園） 3～5歳児数 2 98 43.8 

年長児数 1 33 14.2 

公立保育所（認定こども園） 3～5歳児数 14 119 74.5 

年長児数 2 46 25.7 

小学校 1 年生数 4 184 69.3 

 

３ 卒園児が入学した小学校数／入学児童が卒園した幼稚園・保育所・認定こども園数

（28.4時点） 

単位：校／園 

 最少 最多 平均 

幼保全体 0 32 8.1 

 私立幼稚園（認定こども園） 3 32 11.9  

民間保育園（認定こども園） 0 16 4.9  

公立保育所（認定こども園） 2 14 7.4 

小学校 3 38 15.8 
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＜設問一覧＞ 
 

Ⅰ 子どもを中心とした交流活動について 

幼保調査 小学校調査 

問 1-1 平成 27 年度、次のような、子どもを中心とした交流活

動を実施しましたか。【Ｐ5】 

問 1-1 平成 27 年度、次のような、子どもを中心とした交流活動

を実施しましたか。【Ｐ25】 

問 1-2 今後、次のような、子どもを中心とした交流活動を実施

したいと考えますか。【Ｐ6】 

問 1-2 今後、次のような、子どもを中心とした交流活動を実施

したいと考えますか。【Ｐ26】 

問 1-3 交流活動を実施したことにより、どのような成果・効果

があったと考えますか。【Ｐ7～8】 

問 1-3 交流活動を実施したことにより、どのような成果・効果が

あったと考えますか。【Ｐ27】 

問 1-4 子どもを中心とした交流活動の実施に当たり、課題や

障壁となっていることはありますか。【Ｐ9～10】 

問 1-4 子どもを中心とした交流活動の実施に当たり、課題や

障壁となっていることはありますか。【Ｐ28】 

問 1-5 子どもを中心とした交流活動を中心となって行う担当

者はどなたですか。【Ｐ11】 

問 1-5 子どもを中心とした交流活動を中心となって行う担当者

はどなたですか。【Ｐ28】 

Ⅱ 要録について 

幼保調査 小学校調査 

問 2-1 平成 27 年度、小学校に要録を送付しましたか。【Ｐ12】 問 2-1 平成27年度、全ての幼稚園・保育所・認定こども園から

要録の送付を受けましたか。【Ｐ29】 

問 2-2 要録の作成に関して課題と感じていることは何です

か。【Ｐ12】 

問 2-2 平成 27 年度に送付を受けた要録を、誰が読みました

か。【Ｐ29】 

 問 2-3 要録をどのように活用していますか。【Ｐ30】 

Ⅲ 教職員同士の連携活動について 

幼保調査 小学校調査 

問 3-1 平成 27 年度、次のような、小学校との教職員同士の連

携活動を実施しましたか。【Ｐ13】 

問 3-1 平成 27 年度、次のような、幼稚園・保育所・認定こども

園との教職員同士の連携活動を実施しましたか。【P31】 

問 3-2 今後、次のような、小学校の教職員同士の連携活動を

実施したいと考えますか。【Ｐ14】 

問 3-2 今後、次のような、幼稚園・保育所・認定こども園との教

職員同士の連携活動を実施したいと考えますか。【Ｐ32】 

問 3-3 教職員同士の連携活動を実施したことにより、どのよう

な成果・効果があったと考えますか。【Ｐ15～16】 

問 3-3 教職員同士の連携活動を実施したことにより、どのよう

な成果・効果があったと考えますか。【Ｐ33】 

問 3-4 教職員同士の連携活動の実施に当たり、課題や障壁

となっていることはありますか。【Ｐ17～18】 

問 3-4 教職員同士の連携活動の実施に当たり、課題や障壁と

なっていることはありますか。【Ｐ34】 

問 3-5 教職員同士の連携活動を中心となって行う担当者は

どなたですか。【Ｐ19】 

問 3-5 教職員同士の連携活動を中心となって行う担当者はど

なたですか。【Ｐ35】 

Ⅳ 幼保から小学校への接続に向けた取組みについて 

幼保調査 小学校調査 

問 4-1 特に年長児の教育・保育課程やカリキュラムの編成・

実践において、幼児期の育ちや学びを小学校入学後の生

活や学習につなげることを、どの程度意識していますか。【Ｐ

20】 

問 4-1 平成 28 年 4 月時点で、1 年生の学年全体として、入学

した児童の様子で課題と感じたことはありますか。【Ｐ36】 

問 4-2 幼児期における育ちや学びを小学校入学後の生活や

学習につなげることを意識して具体的に実践している取組

みがあれば、簡潔にご記入ください。【Ｐ20】 

問 4-2 特に 1 年生の前半に、幼児期の教育からの接続を円滑

にするために意識的に実践した取組みはありますか。【Ｐ37】 

問 4-3 アプローチカリキュラムについて、当てはまる番号 1 つ

に○をつけてください。【Ｐ21】 

問 4-3 アプローチカリキュラムについて、当てはまる番号 1 つ

に○をつけてください。【Ｐ38】 

問 4-3 スタートカリキュラムについて、当てはまる番号 1 つに

○をつけてください。【Ｐ22】 

 

Ⅴ 小学校入学を控えた園児の家庭や保護者への支援や啓発について 

幼保調査 小学校調査 

問 5-1 年長児の保護者に対し、小学校入学に対する不安を

和らげたり、家庭での入学に向けた準備を支援するために

行っていることはありますか。【P23】 

問 5-1 年長児の保護者に対し、小学校入学に対する不安を

和らげたり、家庭での入学に向けた準備を支援するために行

っていることはありますか。【Ｐ39】 
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＜調査結果（幼保調査）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼保調査における凡例について】 

「全幼保」…  

「私幼」 …  

「民保」 … 

「公保」 … 

私立幼稚園（認定こども園）、民間保育園（認定こども園）及び公立保育所（認定こども園） 

私立幼稚園（認定こども園） 

民間保育園（認定こども園） 

公立保育所（認定こども園） 
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Ⅰ 子どもを中心とした交流活動について 

 

問 1-1 平成 27年度、次のような、子どもを中心とした交流活動を実施しましたか。（複数

回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保の 60.7%が、小学校が幼保を招いて実施する交流会等に参加している。⇒➊ 

・民保については、私幼・公保と比較して参加割合が低くなっており、設置からの年数が若い

園が小学校との関係を築けていないことが主な要因と考えられる。⇒➋ 

・全幼保の 50.8%が、運動会、音楽会、お祭り等の行事に小学生を招いている。⇒➌ 

  

16.5% 

50.8% 

29.3% 

32.6% 

1.7% 

60.7% 

0.4% 

5.0% 

20.2% 

10.3% 

16.9% 

61.8% 

36.0% 

25.8% 

3.4% 

75.3% 

0.0% 

2.2% 

7.9% 

3.4% 

19.1% 

51.1% 

28.7% 

21.3% 

1.1% 

38.3% 

1.1% 

1.1% 

29.8% 

22.3% 

11.9% 

33.9% 

20.3% 

61.0% 

0.0% 

74.6% 

0.0% 

15.3% 

23.7% 

1.7% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

園（施設）の通常の教育・保育活動に小学生を招く 

園（施設）の運動会、音楽会、お祭り等の行事に小学生を招く 

小学校の授業に参加したり、校庭や校舎で一緒に遊ぶ 

小学校の運動会、音楽会、お祭り等の行事に参加する 

小学校で一緒に給食を食べる 

小学校が幼保を招いて実施する交流会等に参加する 

小学校の先生を招いて出前授業（模擬授業）を行ってもらう 

避難訓練・防災訓練を合同で行う 

その他 

特に実施していない 

【幼保】子どもを中心とした交流活動の実施状況 

全幼保 

私幼 

民保 

公保 

❶ 

➋ 

➌ 
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問 1-2 今後、次のような、子どもを中心とした交流活動を実施したいと考えますか。（複

数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現に広く実施されている、小学校が幼保を招いて実施する交流会等への参加は、全幼保で 72.3%

と、今後のニーズも高い。⇒➊ 

・全幼保の 56.2%が、「小学校の授業に参加したり、校庭や校舎で一緒に遊ぶ」交流活動を希望

している。（27年度に実施したのは 29%。）⇒➋ 

  

27.7% 

44.2% 

56.2% 

47.5% 

24.4% 

72.3% 

22.7% 

31.4% 

6.6% 

1.2% 

29.2% 

53.9% 

51.7% 

38.2% 

31.5% 

70.8% 

22.5% 

15.7% 

2.2% 

2.2% 

31.9% 

50.0% 

60.6% 

47.9% 

26.6% 

64.9% 

24.5% 

35.1% 

11.7% 

1.1% 

18.6% 

20.3% 

55.9% 

61.0% 

10.2% 

86.4% 

20.3% 

49.2% 

5.1% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

園（施設）の通常の教育・保育活動に小学生を招く 

園（施設）の運動会、音楽会、お祭り等の行事に小学生を招く 

小学校の授業に参加したり、校庭や校舎で一緒に遊ぶ 

小学校の運動会、音楽会、お祭り等の行事に参加する 

小学校で一緒に給食を食べる 

小学校が幼保を招いて実施する交流会等に参加する 

小学校の先生を招いて出前授業（模擬授業）を行ってもらう 

避難訓練・防災訓練を合同で行う 

その他 

特に実施ししたい活動はない 

【幼保】子どもを中心とした交流活動の今後の実施意向 

全幼保 

私幼 

民保 

公保 

❶ 

➋ 
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問 1-3 交流活動を実施したことにより、どのような成果・効果があったと考えますか。（複

数回答）（問 1-1で 1～9に○をつけた園（施設）のみ） 

 

［幼保全体］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると、交流を実施した園（施設）の 93.2%

が「園児の小学校入学への期待が高まった」と、86.5%が「園児の小学校での生活や学習への

興味・関心が高まった」と回答している。⇒➊、➋ 

  

49.0% 

30.3% 

7.9% 

5.6% 

2.1% 

5.1% 

5.8% 

13.1% 

44.2% 

56.2% 

40.8% 

52.8% 

34.9% 

53.1% 

38.7% 

52.4% 

4.4% 

8.5% 

37.7% 

27.7% 

47.9% 

33.2% 

44.0% 

26.2% 

2.4% 

5.0% 

13.6% 

13.8% 

15.1% 

8.7% 

11.5% 

8.4% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園児の小学校入学への期待が高まった 

園児の小学校での生活や学習への興味・関心が高まった 

小学校の教職員とのつながりができた 

（つながりが深まった） 

小学校での生活や学習に対する園（施設）の 

教職員の理解が深まった 

小学校の教職員が幼保に期待していることが分かった 

幼児期の教育と小学校教育とのつながりに対する 

園（施設）の教職員の理解が深まった 

小学校への接続を意識した教育・保育課程や 

カリキュラムの改善につながった 

小学校入学に向けた保護者の安心や意識向上に 

つながった 

【幼保】子どもを中心とした交流活動の成果 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

❶ 

➋ 
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［種別ごと］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私幼、民保、公保の種別を問わず、「園児の小学校入学への期待が高まった」、「園児の小学校

での生活や学習への興味・関心が高まった」の割合が高い。⇒➊、➋ 

  

❶ 

➋ 

❶ 

➋ 

➋ 

❶ 
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問 1-4 子どもを中心とした交流活動の実施に当たり、課題や障壁となっていることはあり

ますか。（複数回答） 

 

［幼保全体］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると、全幼保の 85.7%が、「卒園児の進

学先が複数あり、すべての小学校と交流できない」と、65.5%が「小学校と日程（繁忙期や時

間帯）が合わない」と、63.9%が「小学校の教職員と交流できる関係が築けていない」と回答

している。⇒➊、➋、➌ 

 

  

4.6% 

52.4% 

10.9% 

17.5% 

1.4% 

2.8% 

3.7% 

14.7% 

12.4% 

26.0% 

9.7% 

33.3% 

45.0% 

48.0% 

11.5% 

12.5% 

31.0% 

31.2% 

27.6% 

37.9% 

13.4% 

7.8% 

35.0% 

26.5% 

41.3% 

30.1% 

37.0% 

28.0% 

31.3% 

21.0% 

72.4% 

6.5% 

9.1% 

8.1% 

45.9% 

54.6% 

28.2% 

26.1% 

28.6% 

15.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣に小学校がない（距離が遠い） 

卒園児の進学先が複数あり、すべての小学校と 

交流できない 

多忙で交流活動の準備や振り返りの時間が取れない 

小学校と日程（繁忙期や時間帯）が合わない 

交流活動の必要性について園（施設）内の共通理解を 

得るのが難しい 

園（施設）内で、交流活動の担当者が明確でない 

どのような交流活動をすればよいか分からない 

交流活動が単年度で途切れたり、単発で終わってしまう 

小学校の人事異動で関係が途切れてしまう 

小学校の教職員と交流できる関係が築けていない 

【幼保】子どもを中心とした交流活動における課題・障壁 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

❶ 

➋ 

➌ 
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［種別ごと］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私幼は、民保・公保と比べて、「多忙で交流活動の準備や振返りの時間が取れない」、「小学校

と日程（繁忙期や時間帯）が合わない」の割合が高い。⇒➊、➋ 

・民保は、私幼・公保と比べて、「小学校の教職員と交流できる関係が築けていない」の割合が

高い。⇒➌ 

➊ 

➋ 

➌ 
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問 1-5 子どもを中心とした交流活動を中心となって行う担当者はどなたですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保において、年長担任が交流活動を担当している園（施設）の割合が 47.9%と最も高く、

特に公保は 66.1%と、私幼・民保と比べて高くなっている。⇒➊ 

  

25.6% 

6.6% 

26.9% 

47.9% 

2.1% 

7.0% 

23.6% 

9.0% 

27.0% 

47.2% 

3.4% 

2.2% 

31.9% 

4.3% 

30.9% 

37.2% 

1.1% 

12.8% 

18.6% 

6.8% 

20.3% 

66.1% 

1.7% 

5.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

園（施設）長 

副園（施設）長 

主任・主幹 

年長担任 

その他 

特に決まっていない 

【幼保】子どもを中心とした交流活動の主な担当者 

全幼保 私幼 民保 公保 

注）択一を想定していたが、複数

回答が多かったため、複数回答

された場合も全て計上した。 

➊ 
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Ⅱ 要録について 

 

問 2-1 平成 27 年度、小学校に要録（幼稚園児童要録、保育所児童保育要録又は認定こど

も園こども要録）を送付しましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2-2 要録の作成に関して課題と感じていることは何ですか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保において、「小学校でどのように活用されているか分からない」の割合が 78.5%と最も

高い。⇒➊ 

・事務負担が大きいことや、本当に伝えたいことが書けないことも課題と感じている園（施設）

も多い。⇒➋、➌ 

 

89.6% 

2.6% 

6.1% 

1.7% 

77.5% 

5.6% 

15.7% 

1.1% 

98.8% 

1.3% 

0.0% 

3.8% 

100.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

3月中に送付した 

4月に入ってから送付した 

送付していない 

無回答 

【幼保】要録の送付状況 

全幼保 私幼 民保 公保 

注）新設民間保育園等、27年

度に卒園児がいなかった園

（施設）は計上していない。 

32.2% 

2.9% 

5.8% 

45.5% 

78.5% 

14.0% 

24.7% 

1.1% 

4.5% 

38.2% 

74.2% 

16.9% 

35.1% 

5.3% 

7.4% 

39.4% 

72.3% 

16.0% 

39.0% 

1.7% 

5.1% 

66.1% 

94.9% 

6.8% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

本当に伝えたいことが書けない 

何をどのように書くべきか分からない 

園（施設）内で記載内容や記入方法を 

統一するのが難しい 

作成に時間が掛かり、事務負担が大きい 

小学校でどのように活用されているか 

分からない 

その他 

【幼保】要録作成に関して課題と感じること 

全幼保 

私幼 

民保 

公保 

➊ 

➌ 

➋ 
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50.8% 

4.1% 

28.5% 

9.5% 

2.9% 

3.3% 

9.5% 

34.7% 

64.0% 

2.2% 

37.1% 

5.6% 

4.5% 

7.9% 

9.0% 

24.7% 

33.0% 

6.4% 

21.3% 

8.5% 

1.1% 

0.0% 

11.7% 

45.7% 

59.3% 

3.4% 

27.1% 

16.9% 

3.4% 

1.7% 

6.8% 

32.2% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもを中心とした交流活動の事前打合せ 

子どもを中心とした交流活動の振り返り 

 （事後打合せ） 

小学校の授業や活動を見学する 

小学校の教職員を教育・保育活動に招く 

小学校の教職員と合同の研修会を行う 

小学校への接続を見据えた教育・保育課程や 

カリキュラム等について意見交換を行う 

その他 

特に実施していない 

【幼保】教職員同士の連携活動の実施状況 

全幼保 

私幼 

民保 

公保 

Ⅲ 教職員同士の連携活動について 

 

問 3-1 平成 27 年度、次のような、小学校との教職員同士の連携活動を実施しましたか。

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保の 50.8%で、子どもを中心とした交流活動の事前打合せが実施されている。⇒➊ 

・全幼保の 28.5%が、小学校の授業や活動の見学を実施している。⇒➋ 

・小学校教職員との合同研修や、小学校への接続を見据えた教育・保育課程やカリキュラム等

についての意見交換を実施している園（施設）は少なく、全幼保の 34.7%が教職員同士の連携

活動を「特に実施していない」と回答している。⇒➌、➍ 

  

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 
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58.3% 

34.7% 

60.3% 

45.0% 

22.7% 

44.6% 

1.2% 

6.6% 

59.6% 

25.8% 

60.7% 

43.8% 

18.0% 

38.2% 

1.1% 

7.9% 

47.9% 

37.2% 

58.5% 

38.3% 

29.8% 

51.1% 

1.1% 

7.4% 

72.9% 

44.1% 

62.7% 

57.6% 

18.6% 

44.1% 

1.7% 

3.4% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもを中心とした交流活動の事前打合せ 

子どもを中心とした交流活動の振り返り （事後打合

せ） 

小学校の授業や活動を見学する 

小学校の教職員を教育・保育活動に招く 

小学校の教職員と合同の研修会を行う 

小学校への接続を見据えた教育・保育課程や 

カリキュラム等について意見交換を行う 

その他 

特に実施したい活動はない 

【幼保】教職員同士の連携活動の実施意向 

全幼保 

私幼 

民保 

公保 

問 3-2 今後、次のような、小学校の教職員同士の連携活動を実施したいと考えますか。（複

数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現に実施されていない活動も含め、全般的に教職員同士の連携活動に対するニーズは高い。 

「小学校の授業や活動を見学する」 

（全幼保）H27実施状況：28.5% → 今後の実施意向：60.3% ⇒➊ 

「小学校の教職員を教育・保育活動に招く」 

（全幼保）H27実施状況：9.5% → 今後の実施意向：45.0% ⇒➋ 

「小学校への接続を見据えた教育・保育課程やカリキュラム等についての意見交換を行う」 

（全幼保）H27実施状況：3.3% → 今後の実施意向：44.6% ⇒➌ 

  

➊ 

➋ 

➌ 
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問 3-3 教職員同士の連携活動を実施したことにより、どのような成果・効果があったと考

えますか。（問 3-1で 1～7に○をつけた園（施設）のみ） 

 

［幼保全体］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると、連携活動を実施している園（施

設）の 66.6%が「小学校の教職員とのつながりができた」と、61.7%が「小学校での生活や学

習に対する教職員の理解が深まった」と、59.4%が「小学校入学に向けた保護者の安心や意識

向上につながった」と回答している。⇒➊、➋、➌ 

  

9.4% 

1.6% 

6.8% 

6.2% 

4.6% 

3.8% 

6.8% 

57.2% 

32.3% 

54.9% 

41.5% 

35.4% 

31.3% 

52.6% 

27.5% 

56.7% 

32.3% 

47.7% 

47.7% 

50.4% 

30.8% 

5.8% 

9.4% 

6.0% 

4.6% 

12.3% 

14.5% 

9.8% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校の教職員とのつながりができた 

（つながりが深まった） 

小学校の教職員が幼稚園・保育所・認定こども園に 

期待していることが分かった 

小学校での生活や学習に対する園（施設）の 

教職員の理解が深まった 

幼児期の教育と小学校教育とのつながりに対する 

園（施設）の教職員の理解が深まった 

幼児期の教育に関する姿勢や考え方を小学校の 

教職員に伝えることができた 

小学校への接続を意識した教育・保育課程や 

カリキュラムの改善につながった 

小学校入学に向けた保護者の安心や意識向上に 

つながった 

【幼保】教職員同士の連携活動の成果 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

➊ 

➋ 

➌ 
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［種別ごと］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私幼、民保、公保の種別を問わず、「小学校の教職員とのつながりができた」、「小学校での生

活や学習に対する教職員の理解が深まった」、「小学校入学に向けた保護者の安心や意識向上

につながった」の割合が高い。⇒➊、➋、➌ 

  

➊ 

➊ 

➊ 

➋ 

➋ 

➋ 

➌ 

➌ 

➌ 
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問 3-4 教職員同士の連携活動の実施に当たり、課題や障壁となっていることはありますか。

（複数回答） 

 

［幼保全体］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると 87.0%が「卒園児の進学先が複数あ

り、すべての小学校と交流できない」と、74.0%が「小学校と日程（繁忙期や時間帯）が合わ

ない」と、73.0%が「多忙で交流活動の準備や振り返りの時間が取れない」と、59.7%が「小

学校の教職員と交流できる関係が築けていない」と回答している。⇒➊、➋、➌、➍ 

  

52.3% 

21.4% 

22.4% 

1.4% 

2.5% 

8.2% 

11.4% 

12.0% 

21.8% 

34.7% 

51.6% 

51.1% 

14.0% 

9.3% 

36.5% 

39.0% 

35.1% 

37.9% 

8.1% 

21.9% 

20.5% 

47.3% 

36.3% 

32.2% 

25.7% 

29.8% 

24.8% 

5.0% 

5.1% 

5.9% 

37.2% 

52.0% 

23.1% 

23.8% 

23.1% 

15.5% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

卒園児の進学先が複数あり、すべての小学校と 

交流できない 

多忙で交流活動の準備や振り返りの時間が取れない 

小学校と日程（繁忙期や時間帯）が合わない 

交流活動の必要性について園（施設）内の共通理解を 

得るのが難しい 

園（施設）内で、交流活動の担当者が明確でない 

どのような交流活動をすればよいか分からない 

交流活動が単年度で途切れたり、単発で終わってしまう 

小学校の人事異動で関係が途切れてしまう 

小学校の教職員と交流できる関係が築けていない 

【幼保】教職員同士の連携活動における課題や障壁 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

➌ 

➋ 

➊ 

➍ 
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［種別ごと］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・私幼は、民保・公保と比べて、「小学校と日程（繁忙期や時間帯）が合わない」、「多忙で交流

活動の準備や振り返りの時間が取れない」の割合が高い。⇒➊、➋ 

・民保は、私幼・公保と比べて、「小学校の教職員と交流できる関係が築けていない」の割合が

高い。⇒➌ 

➊ 

➌ 

➋ 
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問 3-5 教職員同士の連携活動を中心となって行う担当者はどなたですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保において、園（施設）長が交流活動を担当している園（施設）の割合が 50.0%と最も高

く、特に公保では 64.4%と、私幼・民保と比べて高くなっている。⇒➊ 

  

50.0% 

7.9% 

26.0% 

19.8% 

0.8% 

8.3% 

43.8% 

13.5% 

27.0% 

21.3% 

1.1% 

5.6% 

46.8% 

5.3% 

28.7% 

17.0% 

1.1% 

12.8% 

64.4% 

3.4% 

20.3% 

22.0% 

0.0% 

5.1% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

園（施設）長 

副園（施設）長 

主任・主幹 

年長担任 

その他 

特に決まっていない 

【幼保】教職員同士の連携活動の主な担当者 

全幼保 私幼 民保 公保 

注）択一を想定していたが、複数

回答が多かったため、複数回答

された場合も全て計上した。 

➊ 



 

 20 

 

Ⅳ 幼保から小学校への接続に向けた取組みについて 

 

問 4-1 特に年長児の教育・保育課程やカリキュラムの編成・実践において、幼児期の育ち

や学びを小学校入学後の生活や学習につなげることを、どの程度意識していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに意識している」「ある程度意識している」を合わせると、全幼保の 92.6%が、教育・保

育課程やカリキュラムの編成・実践において、幼児期の育ちや学びを小学校入学後の生活や

学習につなげることを意識している。⇒➊、➋ 

 

問 4-2 幼児期における育ちや学びを小学校入学後の生活や学習につなげることを意識し

て具体的に実践している取組みがあれば、簡潔にご記入ください。 

※キーワードを抜き出したものであり、実際の回答そのものではない。 

先生の話を聴く／話し合う（他人の意見を聞く・自分の考えを伝える）／あいさつをする

／基本的生活習慣（食事、排せつ、和式トイレ、着替え、身支度、午睡、等）／道具（鉛

筆、箸、はさみ等）の使い方／自主性・自立性／意欲・向上心・自信／目標・達成感／集

中する／友だちとのかかわり／集団活動・集団での遊び／ルールを守る／時間への意識／

見通しを持った活動／当番活動／言葉（絵本、読み聞かせ、等）／文字／数・量／自然と

の関わり／運動・体力づくり／危険や身の安全への意識 

 

・各園（施設）が、小学校への接続を意識して、さまざまな具体的取組みを実施している。 

 

43.0% 

49.6% 

6.2% 

0.0% 

1.2% 

48.3% 

42.7% 

7.9% 

0.0% 

1.1% 

34.0% 

56.4% 

7.4% 

0.0% 

2.1% 

49.2% 

49.2% 

1.7% 

0.0% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

大いに意識している 

ある程度意識している 

あまり意識してない 

意識していない・意識す

る必要はない 

無回答 

【幼保】小学校への接続に対する意識 

全幼保 私幼 民保 公保 

➊ 

➋ 
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問 4-3 アプローチカリキュラムについて、当てはまる番号 1つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保のうち、既にアプローチカリキュラムを作成している園（施設）は 12.4%、近い将来作

成しようと考えている園（施設）は 18.2%となっている。⇒➊、➋ 

・全幼保において、「アプローチカリキュラムという言葉や意味を知っているが、現時点で作成

予定はない」の割合が 34.3%と最も高くなっている。⇒➌ 

・全幼保の 26.9%が、「アプローチカリキュラムという言葉や意味をよく知らなかった」と回答

している。⇒➍ 

  

12.4% 

18.2% 

34.3% 

4.5% 

26.9% 

3.7% 

11.2% 

14.6% 

34.8% 

9.0% 

25.8% 

4.5% 

12.8% 

23.4% 

24.5% 

3.2% 

33.0% 

3.2% 

13.6% 

15.3% 

49.2% 

0.0% 

18.6% 

3.4% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

既にアプローチカリキュラムを作成している 

近い将来、アプローチカリキュラムを 

作成しようと考えている 

アプローチカリキュラムという言葉や意味は 

知っているが、現時点で作成予定はない 

アプローチカリキュラムの必要はない 

アプローチカリキュラムという言葉や意味を 

よく知らなかった 

無回答 

【幼保】アプローチカリキュラムに関する状況と認識 

全幼保 

私幼 

民保 

公保 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 
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問 4-3 スタートカリキュラムについて、当てはまる番号 1つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保のうち、スタートカリキュラムを教育・保育課程やカリキュラム編成や日々の教育・

保育に生かしている園（施設）は、6.2%にとどまる。⇒➊ 

・全幼保において、「スタートカリキュラムという言葉や意味をよく知らなかった」の割合が

35.1%と最も高くなっている。⇒➋ 

  

6.2% 

26.4% 

27.7% 

35.1% 

4.5% 

10.1% 

21.3% 

33.7% 

29.2% 

5.6% 

2.1% 

22.3% 

23.4% 

45.7% 

6.4% 

6.8% 

40.7% 

25.4% 

27.1% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

スタートカリキュラムに関する資料を読んだり、 

研修会に参加したりして、教育・保育課程や 

カリキュラムの編成や日々の教育・保育に生かしている 

スタートカリキュラムに関する資料を読んだことがある 

スタートカリキュラムに関する資料を読んだことはないが、 

言葉や意味は知っている 

スタートカリキュラムという言葉や意味をよく知らなかった 

無回答 

【幼保】スタートカリキュラムに関する状況と認識 

全幼保 私幼 民保 公保 

➊ 

➋ 
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Ⅴ 小学校入学を控えた園児の家庭や保護者への支援や啓発について 

 

問 5-1 年長児の保護者に対し、小学校入学に対する不安を和らげたり、家庭での入学に向

けた準備を支援するために行っていることはありますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全幼保の 57.9%が、保護者会で小学校への入学を話題にしており、公保は約 84.7%と、私幼・

民保と比べて実施割合が高い。⇒➊ 

・公保の 47.5%が保護者説明会を開催しており、私幼・民保と比べて実施割合が高い。⇒➋ 

・全幼保の 43.8%が、家庭での留意事項などを記載したお便りを作成しており、公保は 88.1%と、

私幼・民保と比べて実施割合が高い。⇒➌ 

・「その他」として、私幼、民保、公保の種別を問わず、「個人面談の際に小学校について話す」

が多く挙げられている。⇒➍ 

  

57.9% 

16.9% 

1.7% 

43.8% 

5.0% 

19.4% 

14.5% 

50.6% 

4.5% 

2.2% 

32.6% 

7.9% 

20.2% 

14.6% 

47.9% 

9.6% 

0.0% 

26.6% 

3.2% 

18.1% 

23.4% 

84.7% 

47.5% 

3.4% 

88.1% 

3.4% 

20.3% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

保護者会で話題にする 

保護者に対する説明会等を開催する 

小学校や教育委員会の教職員を招いて 

説明会等を実施してもらう 

家庭での留意事項などを記載した 

お便りを作成し、配布する 

小学校のお便りなどを園（施設）内に掲示する 

その他 

特に実施していない 

【幼保】年長児の保護者に対する支援 

全幼保 

私幼 

民保 

公保 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 
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＜調査結果（小学校調査）＞ 
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Ⅰ 子どもを中心とした交流活動について 

 

問 1-1 平成 27年度、次のような、子どもを中心とした交流活動を実施しましたか。（複数

回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・70.5%が「授業に園児を招いたり、校庭や校舎で一緒に遊ぶ」活動を、58.9%が「主催する交

流会等に幼保を招く」活動を、40.2%が「運動会、音楽会、お祭り等の行事に園児を招く」活

動を実施している。⇒➊、➋、➌ 

  

70.5% 

40.2% 

2.7% 

58.9% 

0.0% 

4.5% 

7.1% 

6.3% 

1.8% 

5.4% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

小学校の授業に園児を招いたり、校庭や校舎で一緒に遊ぶ 

小学校の運動会、音楽会、お祭り等の行事に園児を招く 

小学校で給食を一緒に食べる 

小学校が主催する交流会等に幼保を招く 

幼保で出前授業（模擬授業）を行う 

幼保の通常の教育・保育活動に児童が参加する 

幼保の運動会、音楽会、お祭り等の行事に児童が参加する 

避難訓練・防災訓練を合同で行う 

その他 

特に実施していない 

【小】子どもを中心とした交流活動の実施状況 

➊ 

➋ 

➌ 
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問 1-2 今後、次のような、子どもを中心とした交流活動を実施したいと考えますか。（複

数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現に実施している活動（「授業に園児を招いたり、校庭や校舎で一緒に遊ぶ」、「主催する交流

会等に幼保を招く」、「運動会、音楽会、お祭り等の行事に園児を招く」）は、今後の実施意向

も強い。⇒➊、➋、➌ 

  

73.2% 

53.6% 

5.4% 

66.1% 

0.9% 

8.9% 

13.4% 

17.0% 

2.7% 

4.5% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

小学校の授業に園児を招いたり、校庭や校舎で一緒に遊ぶ 

小学校の運動会、音楽会、お祭り等の行事に園児を招く 

小学校で給食を一緒に食べる 

小学校が主催する交流会等に幼保を招く 

幼保で出前授業（模擬授業）を行う 

幼保の通常の教育・保育活動に児童が参加する 

幼保の運動会、音楽会、お祭り等の行事に児童が参加する 

避難訓練・防災訓練を合同で行う 

その他 

特に実施したい活動はない 

【小】子どもを中心とした交流活動の今後の実施意向 

➊ 

➌ 

➋ 
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68.6% 

9.6% 

2.9% 

6.7% 

7.7% 

1.0% 

29.5% 

54.8% 

55.8% 

55.8% 

66.3% 

51.0% 

1.0% 

28.8% 

35.6% 

29.8% 

23.1% 

41.3% 

1.0% 

6.7% 

5.8% 

7.7% 

2.9% 

6.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童の年長者（お兄さん・お姉さん）としての自覚や 

意識が高まった 

幼保の教職員とのつながりができた 

（つながりが深まった） 

幼保の生活や教育・保育に対する学校教職員の 

理解が深まった 

幼保の教職員が小学校に期待していることが分かっ

た 

幼児期の教育と小学校教育とのつながりに対する 

学校教職員の理解が深まった 

幼児期の教育との接続を意識した教育課程や 

カリキュラムの改善につながった 

【小】子どもを中心とした交流活動の成果 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

問 1-3 交流活動を実施したことにより、どのような成果・効果があったと考えますか。（複

数回答）（問 1-1で 1～9に○をつけた学校のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると、交流活動を実施した小学校のう

ち 98.1%が、「児童の年長者としての自覚や意識が高まった」と回答しており、「大いに当ては

まる」の割合も 68.6%と高くなっている。⇒➊ 

  

➊ 
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問 1-4 子どもを中心とした交流活動の実施に当たり、課題や障壁となっていることはあり

ますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると、89.1%が「複数の園（施設）の卒

園児が入学するため、すべての園（施設）と交流できない」と回答している。⇒➊ 

 

問 1-5 子どもを中心とした交流活動を中心となって行う担当者はどなたですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・70.5%の小学校で、1 年生の学級担任が交流活動を担当している。⇒➊ 

  

5.6% 

41.8% 

5.5% 

14.5% 

7.4% 

9.1% 

5.6% 

47.3% 

43.6% 

47.3% 

1.9% 

5.6% 

30.9% 

29.1% 

31.5% 

54.5% 

13.0% 

7.3% 

49.1% 

40.0% 

37.0% 

33.3% 

36.4% 

34.5% 

37.0% 

23.6% 

75.9% 

3.6% 

7.3% 

7.3% 

61.1% 

61.1% 

32.7% 

21.8% 

24.1% 

12.7% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

近隣に園（施設）がない（距離が遠い） 

複数の園（施設）の卒園児が入学するため、 

すべての園（施設）と交流できない 

多忙で交流活動の準備や振り返りの時間が取れない 

園（施設）と日程（繁忙期や時間帯）が合わない 

交流活動の必要性について学校内の共通理解を 

得るのが難しい 

学校内で、交流活動の担当者が明確でない 

どのような交流活動をすればよいか分からない 

交流活動が単年度で途切れたり、単発で終わってしまう 

学校教職員の人事異動で関係が途切れてしまう 

園（施設）の教職員と交流できる関係が築けていない 

【小】子どもを中心とした交流活動における課題・障壁 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

0.0% 

0.9% 

32.1% 

70.5% 

4.5% 

3.6% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

校長 

教頭 

教務主任 

1年生の学級担任 

その他 

特に決まっていない 

【小】子どもを中心とした交流活動の主な担当者 

注）択一を想定していたが、複数

回答が多かったため、複数回答

された場合も全て計上した。 

➊ 

➊ 
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Ⅱ 要録について 

 

問 2-1 平成 27 年度、全ての幼稚園・保育所・認定こども園から要録の送付を受けました

か。 

 
 

・35.7%の小学校が、一部の園（施設）から送付を受けていないと回答している。⇒➊ 

 

問 2-2 平成 27年度に送付を受けた要録を、誰が読みましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・92.9%の小学校で 1 年生の学級担任が、87.5%の小学校で教務主任が、送付された要録を読ん

だと回答している。⇒➊、➋ 

 

  

62.5% 

35.7% 

1.8% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

全ての園（施設）から送付を受けた 

一部の園（施設）からは送付を受けていない 

無回答 

【小】要録の受領状況 

27.7% 

24.1% 

87.5% 

92.9% 

17.9% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

校長 

教頭 

教務主任 

1年生の学級担任 

その他 

【小】要録を読んだ教職員 

➊ 

➊ 

➋ 
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問 2-3 要録をどのように活用していますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・92.0%が「児童の心身の健康状態など、特に留意すべきことを把握する」と回答しており、割

合が最も高くなっている。⇒➊ 

・「園（施設）での教育・保育で重視されてきた点を把握して、今後の指導の参考にする」（69.6%）、

「園（施設）における児童の育ちの全体像を把握する」（66.1%）についても、割合が高くな

っている。⇒➋、➌ 

  

66.1% 

92.0% 

69.6% 

6.3% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

園（施設）における児童の育ちの全体像を把握する 

児童の心身の健康状態など、特に留意すべきことを 

把握する 

園（施設）での教育・保育で重視されてきた点を把握して、 

今後の指導の参考にする 

その他 

【小】要録の活用方法 

➊ 

➋ 

➌ 
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Ⅲ 教職員同士の連携活動について 

 

問 3-1 平成 27 年度、次のような、幼稚園・保育所・認定こども園との教職員同士の連携

活動を実施しましたか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・67.0%の小学校で、子どもを中心とした交流活動の事前打合せが実施されている。⇒➊ 

・20.5%の小学校が、小学校の授業や活動の見学に園（施設）を招いている。⇒➋ 

・園（施設）教職員との合同研修や、幼児教育からの接続を円滑にするための教育課程やカリ

キュラム等についての意見交換を実施している小学校は少なく、17.9%が教職員同士の連携活

動を「特に実施していない」と回答している。⇒➌、➍ 

  

67.0% 

12.5% 

20.5% 

12.5% 

2.7% 

6.3% 

4.5% 

11.6% 

17.9% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもを中心とした交流活動の事前打合せ 

子どもを中心とした交流活動の振り返り （事後打合せ） 

小学校の授業や活動の見学に園（施設）の教職員を招く 

園（施設）の教育・保育活動を見学する 

園（施設）の教職員と合同の研修会を行う 

幼児期の教育からの接続を円滑にするための教育課程や 

カリキュラム等について意見交換を行う 

小学校を中心として、学区内の幼保との連携組織を 

設置する 

その他 

特に実施していない 

【小】教職員同士の連携活動の実施状況 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 
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問 3-2 今後、次のような、幼稚園・保育所・認定こども園との教職員同士の連携活動を実

施したいと考えますか。（複数回答） 

 

 

・現に実施されていない活動も含め、全般的に教職員同士の連携活動に対するニーズは高い。 

「小学校の授業や活動の見学に園（施設）の教職員を招く」 

H27実施状況：20.5% → 今後の実施意向：45.5% ⇒➊ 

「園（施設）の教育・保育活動を見学する」 

H27実施状況：12.5% → 今後の実施意向：42.0% ⇒➋ 

「幼児教育からの接続を円滑にするための教育課程やカリキュラム等についての意見交換を

行う」 

H27実施状況：6.3% → 今後の実施意向：26.8% ⇒➌ 

  

69.6% 

30.4% 

45.5% 

42.0% 

13.4% 

26.8% 

10.7% 

2.7% 

1.8% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

子どもを中心とした交流活動の事前打合せ 

子どもを中心とした交流活動の振り返り （事後打合せ） 

小学校の授業や活動の見学に園（施設）の教職員を招く 

園（施設）の教育・保育活動を見学する 

園（施設）の教職員と合同の研修会を行う 

幼児期の教育からの接続を円滑にするための教育課程や 

カリキュラム等について意見交換を行う 

小学校を中心として、学区内の幼保との連携組織を設置する 

その他 

特に実施したい活動はない 

【小】教職員同士の連携活動の実施意向 

➊ 

➋ 

➌ 
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問 3-3 教職員同士の連携活動を実施したことにより、どのような成果・効果があったと考

えますか。（問 3-1で 1～8に○をつけた園（施設）のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると、連携活動を実施している小学校

の 89.0%が「園（施設）の教職員とのつながりができた」と、76.9%が「園（施設）の教職員

が小学校に期待していることが分かった」と回答している。⇒➊、➋ 

  

15.4% 

12.1% 

7.7% 

8.8% 

5.5% 

4.5% 

73.6% 

64.8% 

54.9% 

58.2% 

62.6% 

34.8% 

11.0% 

23.1% 

36.3% 

31.9% 

28.6% 

50.6% 

1.1% 

1.1% 

3.3% 

10.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

園（施設）の教職員とのつながりができた 

（つながりが深まった） 

園（施設）の職員が小学校に期待していることが 

分かった 

園（施設）での教育・保育に対する学校職員の 

理解が深まった 

幼児期の教育と小学校教育とのつながりに対する 

学校教職員の理解が深まった 

小学校教育の内容や考え方を園（施設）の 

教職員に伝えることができた 

幼児期の教育からの接続を円滑にするための 

教育課程やカリキュラムの改善につながった 

【小】教職員同士の連携活動の成果 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

➊ 

➋ 
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問 3-4 教職員同士の連携活動の実施に当たり、課題や障壁となっていることはありますか。

（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに当てはまる」「ある程度当てはまる」を合わせると、ほぼ全ての小学校が「卒園児の

進学先が複数あり、すべての小学校と交流できない」と、89.0%が「多忙で連携活動の準備や

振り返りの時間が取れない」と、78.1%が「園（施設）と日程（繁忙期や時間帯）が合わない」

と回答している。⇒➊、➋、➌ 

 

  

58.7% 

34.5% 

24.5% 

1.8% 

1.8% 

5.5% 

4.5% 

5.5% 

39.4% 

54.5% 

53.6% 

21.8% 

15.5% 

26.4% 

28.2% 

23.6% 

30.0% 

0.9% 

10.0% 

19.1% 

62.7% 

44.5% 

52.7% 

35.5% 

40.0% 

33.6% 

0.9% 

0.9% 

2.7% 

13.6% 

38.2% 

20.9% 

30.9% 

31.8% 

30.9% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

複数の園（施設）の卒園児が入学するため、 

すべての園（施設）と連携できない 

多忙で連携活動の準備や振り返りの時間が取れない 

園（施設）と日程（繁忙期や時間帯）が合わない 

連携活動の必要性について校内の共通理解を 

得るのが難しい 

校内で、連携活動の担当者が明確でない 

どのような連携活動をすればよいか分からない 

連携活動が単年度で途切れたり、単発で終わってしまう 

学校教職員の人事異動で関係が途切れてしまう 

園（施設）の教職員と交流できる関係が築けていない 

【小】教職員同士の連携活動における課題や障壁 

大いに当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 

➊ 

➋ 

➌ 
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問 3-5 教職員同士の連携活動を中心となって行う担当者はどなたですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・74.1%の小学校で、教務主任が連携活動を担当している。⇒➊ 

  

1.8% 

9.8% 

74.1% 

19.6% 

5.4% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

校長 

教頭 

教務主任 

1年生の学級担任 

その他 

【小】教職員同士の連携活動の主な担当者 

➊ 
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Ⅳ 幼保から小学校への接続に向けた取組みについて 

 

問 4-1 平成 28 年 4 月時点で、1 年生の学年全体として、入学した児童の様子で課題と感

じたことはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「大いに課題と感じた」「やや課題と感じた」を合わせると、割合の高い順に、「自分の思いや

考えを友だちや教職員に言葉で伝えること」（71.2%）、「自分の持ち物をきちんと管理・整理

すること」（64.9%）、「好き嫌いなく、喜んで給食を食べること」（63.9%）、「落ち着いて席に

座り、教職員の話を最後まで聞くこと」（約 57.6%）となっている。⇒➊、➋、➌、➍ 

  

4.5% 

3.6% 

5.4% 

4.5% 

9.9% 

13.5% 

11.7% 

5.4% 

19.8% 

4.5% 

5.4% 

4.5% 

16.1% 

17.0% 

34.8% 

33.9% 

36.0% 

44.1% 

59.5% 

59.5% 

44.1% 

29.5% 

19.8% 

40.0% 

44.6% 

42.9% 

46.4% 

45.5% 

43.2% 

37.8% 

27.9% 

31.5% 

35.1% 

56.3% 

47.7% 

47.3% 

34.8% 

36.6% 

13.4% 

16.1% 

10.8% 

4.5% 

0.9% 

3.6% 

0.9% 

9.8% 

27.0% 

8.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校生活を楽しみ、喜んで登校すること 

心身ともに健康で、活発に過ごすこと 

トイレ、着替え、靴の履き替えなど、基本的な 

生活習慣が身に付いていること 

友だちをたくさんつくり、仲良く協力して過ごすこと 

教職員の指示に従ったり、ルールを守ること 

落ち着いて席に座り、教職員の話を最後まで聞くこと 

自分の思いや考えを友だちや教職員に言葉で伝えること 

自分の持ち物をきちんと管理・整理すること 

好き嫌いなく、喜んで給食を食べること 

数量・図形、文字への興味・関心や感覚を持ち、 

活用すること 

自然や動植物に対して興味・関心を持ち、大切にすること 

発達段階に相応しい運動機能が身に付いていること 

【小】入学時点の児童に対する課題認識 

大いに課題と感じた やや課題と感じた あまり課題と感じなかった 課題と感じなかった 

➊ 

➋ 

➌ 

➍ 
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問 4-2 特に 1年生の前半に、幼児期の教育からの接続を円滑にするために意識的に実践し

た取組みはありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・75.9%の小学校が、分かりやすい表示、板書、安心できる空間づくりなど、環境の構成を工夫

している。（具体例：イラスト・写真等の活用、板書や掲示物の文字の大きさ、クラス別の色

分け等）⇒➊ 

・51.8%の小学校が、幼児期に親しんできた活動を取り入れている。（具体例：手遊び、歌、絵

本の読み聞かせ等）⇒➋ 

・40.2%の小学校が、生活科等において、合科的・関連的な指導を取り入れている。（具体例：

生活科と図工・国語との合科的指導、学校探検等）⇒➌ 

  

51.8% 

75.9% 

27.7% 

40.2% 

5.4% 

20.5% 

7.1% 

8.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

幼児期に親しんできた活動を取り入れている 

分かりやすい表示、板書、安心できる空間づくりなど、 

環境の構成を工夫している 

時間割を短めにモジュール化している 

生活科等において、合科的・関連的な指導を 

取り入れている 

幼児期の教育について研修等を行い、 

理解を深めている 

スタートカリキュラムを作成・実践している 

その他 

特に意識して実施していることはない 

【小】幼児教育からの円滑な接続のための意識的な取組み 

➊ 

➋ 

➌ 
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問 4-3 アプローチカリキュラムについて、当てはまる番号 1つに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・50.9%の小学校が、「アプローチカリキュラムという言葉や意味をよく知らなかった」と回答

しており、「アプローチカリキュラムについて研修等を行い、スタートカリキュラムの編成等

に生かされている」と回答した小学校はなかった。⇒➊、➋ 

 

  

0.0% 

17.9% 

25.9% 

50.9% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

アプローチカリキュラムについて研修等を行い、 

スタートカリキュラムの編成等に生かしている 

アプローチカリキュラムに関する資料を 

読んだことがある 

アプローチカリキュラムに関する資料を読んだ 

ことはないが、言葉や意味は知っている 

アプローチカリキュラムという言葉や意味を 

よく知らなかった 

【小】アプローチカリキュラムに関する状況と認識 

➊ 

➋ 
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Ⅴ 小学校入学を控えた園児の家庭や保護者への支援や啓発について 

 

問 5-1 年長児の保護者に対し、小学校入学に対する不安を和らげたり、家庭での入学に向

けた準備を支援するために行っていることはありますか。（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いずれの選択肢についても、8 割以上の小学校で実施されており、全ての小学校で何らかの支

援が実施されている。⇒➊ 

 

 

 

87.5% 

83.0% 

94.6% 

83.9% 

6.3% 

0.0% 

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

小学校での生活や学習の内容、児童の様子等を 

お便りなどで知らせている 

小学校での生活や学習の内容、児童の様子等を 

保護者会などで知らせている 

年度初めの早い時期（4月中）に、授業参観や 

保護者懇談会を実施している 

保護者と個別に話したり、相談に応じる機会を 

設けている 

その他 

特に実施していない 

【小】年長児の保護者に対する支援 

➊ 
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１ 調査票（幼保調査） 
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ど
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／
Ｂ
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／

Ｃ
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／
Ｂ
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／

Ｃ
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課
題
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壁
と

な
る

こ
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れ
ば

簡
潔

に
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だ

さ
い

問
1
-
5

子
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中
心

と
し

た
交

流
活

動
を
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心
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っ
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行
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当

者
は

ど
な

た
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す
か
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当

て
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つ
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○
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1
4
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6

次
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の
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が
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流
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た
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途
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ど
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返
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取
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任
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＜
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＞
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。
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と
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○
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。
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実
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問
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度
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実
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○
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に

○
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携
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目
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○
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／
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／

Ｃ
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潔
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小
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携
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子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

振
り

返
り

 （
事

後
打

合
せ

）

小
学

校
の

授
業

や
活

動
を

見
学

す
る

小
学

校
の

教
職

員
を

教
育

・
保

育
活

動
に

招
く

小
学

校
の

教
職

員
と

合
同

の
研

修
会

を
行

う

小
学

校
の

授
業

や
活

動
を

見
学

す
る

小
学

校
の

教
職

員
を

教
育

・
保

育
活

動
 に

招
く

小
学

校
の

教
職

員
と

合
同

の
研

修
会

を
行

う

小
学

校
へ

の
接

続
を

見
据

え
た

教
育

・
保

育
課

程
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
う

特
に

実
施

し
た

い
活

動
は

な
い

小
学

校
へ

の
接

続
を

見
据

え
た

教
育

・
保

育
課

程
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

等
に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
う

そ
の

他
（
特

色
あ

る
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

）

特
に

実
施

し
て

い
な

い
。

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

事
前

打
合

せ

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

振
り

返
り

  （
事

後
打

合
せ

）

小
学

校
へ

の
接

続
を

意
識

し
た

教
育

・
保

育
課

程
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

善
に

つ
な

が
っ

た

小
学

校
入

学
に

向
け

た
保

護
者

の
安

心
や

意
識

向
上

に
つ

な
が

っ
た

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

に
よ

る
成

果
・
効

果

小
学

校
の

教
職

員
と

の
つ

な
が

り
が

で
き

た
（
つ

な
が

り
が

深
ま

っ
た

）

小
学

校
の

教
職

員
が

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
に

期
待

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た

小
学

校
で

の
生

活
や

学
習

に
対

す
る

園
（
施

設
）
の

教
職

員
の

理
解

が
深

ま
っ

た

幼
児

期
の

教
育

と
小

学
校

教
育

と
の

つ
な

が
り

に
対

す
る

園
（施

設
）の

教
職

員
の

理
解

が
深

ま
っ

た

幼
児

期
の

教
育

に
関

す
る

姿
勢

や
考

え
方

を
小

学
校

の
教

職
員

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
た

問
2
-
1

平
成

2
7
年

度
、

小
学

校
に

要
録

（
幼

稚
園

児
童

要
録

、
保

育
所

児
童

保
育

要
録

又
は

認
定

こ
ど

も
園

こ
ど

も
要

録
）
を

送
付

し
ま

し
た

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
1
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
3

2

問
2
-
2

要
録

の
作

成
に

関
し

て
課

題
と

感
じ

て
い

る
こ

と
は

何
で

す
か

。
当

て
は

ま
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

123456
そ

の
他

（
）

次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

本
当

に
伝

え
た

い
こ

と
が

書
け

な
い

何
を

ど
の

よ
う
に

書
く

べ
き

か
分

か
ら

な
い

園
（
施

設
）
内

で
記

載
内

容
や

記
入

方
法

を
統

一
す

る
の

が
難

し
い

作
成

に
時

間
が

掛
か

り
、

事
務

負
担

が
大

き
い

小
学

校
で

ど
の

よ
う
に

活
用

さ
れ

て
い

る
か

分
か

ら
な

い

Ⅱ
　

要
録

に
つ

い
て

3
月

中
に

送
付

し
た

送
付

し
て

い
な

い

4
月

に
入

っ
て

か
ら

送
付

し
た
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問
4
-
1

特
に

年
長

児
の

教
育

・
保

育
課

程
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
・
実

践
に

お
い

て
、

幼
児

期
の

育
ち

や
学

び
を

小
学

校
入

学
後

の

生
活

や
学

習
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
、

ど
の

程
度

意
識

し
て

い
ま

す
か

。

当
て

は
ま

る
番

号
１

つ
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
4

2
5

3

問
4
-
2

問
4
-
1
で

1
又

は
2
に

○
を

つ
け

た
方

の
み

お
答

え
く

だ
さ

い
。

幼
児

期
に

お
け

る
育

ち
や

学
び

を
小

学
校

入
学

後
の

生
活

や
学

習
に

つ
な

げ
る

こ
と

を
意

識
し

て
具

体
的

に
実

践
し

て
い

る

取
組

み
が

あ
れ

ば
、

簡
潔

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
（
3
つ

ま
で

）

問
4
-
3

「
ア

プ
ロ

ー
チ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

」
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
番

号
1
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

12345

＜
ア

プ
ロ

ー
チ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
は

＞

　
幼

児
期

に
お

け
る

発
達

や
学

び
を

小
学

校
で

の
生

活
や

学
習

に
円

滑
に

接
続

す
る

た
め

に
、

幼
児

期
の

教
育

・
保

育
が

終
了

す
る

前
の

「
接

続
期

」
（
概

ね
年

長
時

の
後

半
）
に

、
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
で

実
施

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
す

。

問
4
-
4

「
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
番

号
1
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1234

＜
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

は
＞

　
幼

児
期

に
お

け
る

発
達

や
学

び
を

小
学

校
で

の
生

活
や

学
習

に
円

滑
に

接
続

す
る

た
め

に
、

入
学

後
の

「
接

続
期

」

（
概

ね
1
年

生
の

前
半

）
に

、
小

学
校

で
実

施
す

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
で

す
。

 千
葉

市
教

育
委

員
会

で
は

、
平

成
2
2
年

度
に

、

市
立

小
学

校
に

お
け

る
モ

デ
ル

と
し

て
「
小

1
ス

タ
ー

ト
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
」
を

作
成

し
て

い
ま

す
。

次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

あ
ま

り
意

識
し

て
な

い

12

Ⅳ
　

小
学

校
へ

の
接

続
に

向
け

た
取

組
み

に
つ

い
て

大
い

に
意

識
し

て
い

る
意

識
し

て
い

な
い

あ
る

程
度

意
識

し
て

い
る

意
識

す
る

必
要

は
な

い

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

い
う
言

葉
や

意
味

を
よ

く
知

ら
な

か
っ

た

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
関

す
る

資
料

を
読

ん
だ

り
、

研
修

会
に

参
加

し
た

り
し

て
、

教
育

・
保

育
課

程
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
や

日
々

の
教

育
・

保
育

に
生

か
し

て
い

る

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
関

す
る

資
料

を
読

ん
だ

こ
と

が
あ

る

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
関

す
る

資
料

を
読

ん
だ

こ
と

は
な

い
が

、
言

葉
や

意
味

は
知

っ
て

い
る

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
い

う
言

葉
や

意
味

を
よ

く
知

ら
な

か
っ

た

3

既
に

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（
名

称
は

問
い

ま
せ

ん
）
を

作
成

し
て

い
る

近
い

将
来

、
ア

プ
ロ

ー
チ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

（
名

称
は

問
い

ま
せ

ん
）
を

作
成

し
よ

う
と

考
え

て
い

る

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

い
う
言

葉
や

意
味

は
知

っ
て

い
る

が
、

現
時

点
で

作
成

予
定

は
な

い

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

必
要

は
な

い

問
3
-
4

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

の
実

施
に

当
た

り
、

課
題

や
障

壁
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

次
の

各
項

目
に

つ
き

、
A

～
D

の
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

※
Ａ

：大
い

に
当

て
は

ま
る

／
Ｂ

：あ
る

程
度

当
て

は
ま

る
／

Ｃ
：あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
／

Ｄ
：当

て
は

ま
ら

な
い

A
B

C
D

123456789

そ
の

他
、

課
題

や
障

壁
と

な
る

こ
と

が
あ

れ
ば

簡
潔

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

問
3
-
5

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

を
中

心
と

な
っ

て
行

う
担

当
者

は
ど

な
た

で
す

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
1
つ

 に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
4

2
5

そ
の

他
（

）

3
6

次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

に
お

け
る

課
題

や
障

壁

卒
園

児
の

進
学

先
が

複
数

あ
り

、
す

べ
て

の
小

学
校

と
交

流
で

き
な

い

多
忙

で
交

流
活

動
の

準
備

や
振

り
返

り
の

時
間

が
取

れ
な

い

小
学

校
の

教
職

員
と

交
流

で
き

る
関

係
が

築
け

て
い

な
い

園
（
施

設
）
長

年
長

担
任

副
園

（
施

設
）
長

小
学

校
と

日
程

（
繁

忙
期

や
時

間
帯

）
が

合
わ

な
い

交
流

活
動

の
必

要
性

に
つ

い
て

園
（
施

設
）
内

の
共

通
理

解
を

得
る

の
が

難
し

い

園
（
施

設
）
内

で
、

交
流

活
動

の
担

当
者

が
明

確
で

な
い

ど
の

よ
う
な

交
流

活
動

を
す

れ
ば

よ
い

か
分

か
ら

な
い

交
流

活
動

が
単

年
度

で
途

切
れ

た
り

、
単

発
で

終
わ

っ
て

し
ま

う

小
学

校
の

人
事

異
動

で
関

係
が

途
切

れ
て

し
ま

う

主
任

・
主

幹
特

に
決

ま
っ

て
い

な
い
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問
5
-
1

年
長

児
の

保
護

者
に

対
し

、
小

学
校

入
学

に
対

す
る

不
安

を
和

ら
げ

た
り

、
家

庭
で

の
入

学
に

向
け

た
準

備
を

支
援

す
る

た
め

に

行
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1234567

問
6
-
1

小
学

校
と

の
連

携
・
接

続
に

つ
い

て
ご

意
見

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ご
自

由
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

Ⅴ
　

小
学

校
入

学
を

控
え

た
園

児
の

家
庭

や
保

護
者

へ
の

支
援

や
啓

発
に

つ
い

て

特
に

実
施

し
て

い
な

い
。

Ⅵ
　

小
学

校
と

の
連

携
・

接
続

に
関

す
る

ご
意

見
等

～
　

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

　
～

保
護

者
会

で
話

題
に

す
る

保
護

者
に

対
す

る
説

明
会

等
を

開
催

す
る

小
学

校
や

教
育

委
員

会
の

教
職

員
を

招
い

て
説

明
会

等
を

実
施

し
て

も
ら

う

家
庭

で
の

留
意

事
項

な
ど

を
記

載
し

た
お

便
り

を
作

成
し

、
配

布
す

る

小
学

校
の

お
便

り
な

ど
を

園
（
施

設
）
内

に
掲

示
す

る

そ
の

他
（
特

色
あ

る
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
簡

潔
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

）



 

 45 

 

２ 調査票（小学校調査） 

 

 

  

問
1
-
3
　

問
1
-
1
で

1
～

9
に

○
を

つ
け

た
方

の
み

お
答

え
く

だ
さ

い
。

交
流

活
動

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ど

の
よ

う
な

成
果

・
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

ま
す

か
。

次
の

各
項

目
に

つ
き

、
A

～
D

の
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

※
Ａ

：大
い

に
当

て
は

ま
る

／
Ｂ

：あ
る

程
度

当
て

は
ま

る
／

Ｃ
：あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
／

Ｄ
：当

て
は

ま
ら

な
い

A
B

C
D

123456

そ
の

他
、

成
果

・
効

果
が

あ
れ

ば
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

問
1
-
4

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

実
施

に
当

た
り

、
課

題
や

障
壁

と
な

っ
て

い
る

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。

次
の

各
項

目
に

つ
き

、
A

～
D

の
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

※
Ａ

：大
い

に
当

て
は

ま
る

／
Ｂ

：あ
る

程
度

当
て

は
ま

る
／

Ｃ
：あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
／

Ｄ
：当

て
は

ま
ら

な
い

A
B

C
D

1234567891
0

そ
の

他
、

課
題

や
障

壁
と

な
る

こ
と

が
あ

れ
ば

具
体

的
に

ご
記

入
く

だ
さ

い

問
1
-
5

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
を

中
心

と
な

っ
て

行
う

担
当

者
は

ど
な

た
で

す
か

。
当

て
は

ま
る

番
号

1
つ

 に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
4

2
5

そ
の

他
（

）

3
6

次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
に

よ
る

成
果

・
効

果

児
童

の
年

長
者

（
お

兄
さ

ん
・
お

姉
さ

ん
）
と

し
て

の
自

覚
や

意
識

が
高

ま
っ

た

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
に

お
け

る
課

題
や

障
壁

近
隣

に
園

（
施

設
）
が

な
い

（
距

離
が

遠
い

）

複
数

の
園

（
施

設
）
の

卒
園

児
が

入
学

す
る

た
め

、
す

べ
て

の
園

（
施

設
）
と

交
流

で
き

な
い

多
忙

で
交

流
活

動
の

準
備

や
振

り
返

り
の

時
間

が
取

れ
な

い

園
（
施

設
）
と

日
程

（
繁

忙
期

や
時

間
帯

）
が

合
わ

な
い

交
流

活
動

の
必

要
性

に
つ

い
て

学
校

内
の

共
通

理
解

を
得

る
の

が
難

し
い

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

教
職

員
と

の
つ

な
が

り
が

で
き

た
（
つ

な
が

り
が

深
ま

っ
た

）

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

生
活

や
教

育
・
保

育
に

対
す

る
学

校
教

職
員

の
理

解
が

深
ま

っ
た

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

教
職

員
が

小
学

校
に

期
待

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た

幼
児

期
の

教
育

と
小

学
校

教
育

と
の

つ
な

が
り

に
対

す
る

学
校

教
職

員
の

理
解

が
深

ま
っ

た

幼
児

期
の

教
育

と
の

接
続

を
意

識
し

た
教

育
課

程
や

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
改

善
に

つ
な

が
っ

た

校
長

1
年

生
の

学
級

担
任

教
頭

教
務

主
任

特
に

決
ま

っ
て

い
な

い

学
校

内
で

、
交

流
活

動
の

担
当

者
が

明
確

で
な

い

ど
の

よ
う
な

交
流

活
動

を
す

れ
ば

よ
い

か
分

か
ら

な
い

交
流

活
動

が
単

年
度

で
途

切
れ

た
り

、
単

発
で

終
わ

っ
て

し
ま

う

学
校

教
職

員
の

人
事

異
動

で
関

係
が

途
切

れ
て

し
ま

う

園
（
施

設
）
の

教
職

員
と

交
流

で
き

る
関

係
が

築
け

て
い

な
い

＜
記

入
方

法
＞

◎
に

着
色

さ
れ

た
欄

に
回

答
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

（
そ

れ
以

外
の

セ
ル

は
編

集
で

き
ま

せ
ん

。
）

◎
設

問
に

特
段

の
こ

と
わ

り
が

な
い

限
り

、
全

て
の

設
問

に
ご

回
答

く
だ

さ
い

。

職
氏

名

問
1
-
1

平
成

2
7
年

度
、

次
の

よ
う

な
、

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1234567891
0

問
1
-
2

今
後

、
次

の
よ

う
な

、
子

ど
も

を
中

心
と

し
た

交
流

活
動

を
実

施
し

た
い

と
考

え
ま

す
か

。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。注
）平

成
27年

度
に

実
施

し
た

活
動

で
、

今
後

も
引

き
続

き
実

施
し

た
い

も
の

に
も

○
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

123456789
そ

の
他

（
）

1
0

次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

運
動

会
、

音
楽

会
、

お
祭

り
等

の
行

事
に

児
童

が
参

加
す

る

避
難

訓
練

・
防

災
訓

練
を

合
同

で
行

う

特
に

実
施

し
た

い
活

動
は

な
い

小
学

校
の

授
業

に
園

児
を

招
い

た
り

、
校

庭
や

校
舎

で
一

緒
に

遊
ぶ

小
学

校
の

運
動

会
、

音
楽

会
、

お
祭

り
等

の
行

事
に

園
児

を
招

く

小
学

校
で

給
食

を
一

緒
に

食
べ

る

小
学

校
が

主
催

す
る

交
流

会
等

に
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
を

招
く

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
で

出
前

授
業

（
模

擬
授

業
）
を

行
う

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

通
常

の
教

育
・
保

育
活

動
に

児
童

が
参

加
す

る

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

通
常

の
教

育
・
保

育
活

動
に

児
童

が
参

加
す

る

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

運
動

会
、

音
楽

会
、

お
祭

り
等

の
行

事
に

児
童

が
参

加
す

る

避
難

訓
練

・
防

災
訓

練
を

合
同

で
行

う

そ
の

他
（
特

色
あ

る
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
）

特
に

実
施

し
て

い
な

い

Ⅰ
　

幼
稚

園
・

保
育

所
・

認
定

こ
ど

も
園

と
の

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
に

つ
い

て

小
学

校
の

授
業

に
園

児
を

招
い

た
り

、
校

庭
や

校
舎

で
一

緒
に

遊
ぶ

小
学

校
の

運
動

会
、

音
楽

会
、

お
祭

り
等

の
行

事
に

園
児

を
招

く

小
学

校
で

給
食

を
一

緒
に

食
べ

る

小
学

校
が

主
催

す
る

交
流

会
等

に
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
を

招
く

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
で

出
前

授
業

（
模

擬
授

業
）
を

行
う

校
長

氏
名

記
入

者

平
成

2
8
年

4
月

に
入

学
し

た
児

童
が

卒
園

し
た

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

数
園

（
施

設
）

千
葉

市
幼

保
小

連
携

・
接

続
実

態
調

査
　

調
査

票

学
校

名
連

絡
先

℡
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問
2
-
1

平
成

2
7
年

度
、

全
て

の
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
か

ら
要

録
の

送
付

を
受

け
ま

し
た

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
1
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
2

問
2
-
2

平
成

2
7
年

度
に

送
付

を
受

け
た

要
録

を
、

誰
が

読
み

ま
し

た
か

。
当

て
は

ま
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1
4

2
5

そ
の

他
（

）

3
6

問
2
-
3

要
録

を
ど

の
よ

う
に

活
用

し
て

い
ま

す
か

。
当

て
は

ま
る

番
号

す
べ

て
に

○
を

つ
け

て
く

だ
さ

い
。

1234
そ

の
他

（
）

次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

教
務

主
任

特
に

決
ま

っ
て

い
な

い

園
（
施

設
）
に

お
け

る
児

童
の

育
ち

の
全

体
像

を
把

握
す

る

児
童

の
心

身
の

健
康

状
態

な
ど

、
特

に
留

意
す

べ
き

こ
と

を
把

握
す

る

園
（
施

設
）
で

の
教

育
・
保

育
で

重
視

さ
れ

て
き

た
点

を
把

握
し

て
、

今
後

の
指

導
の

参
考

に
す

る

Ⅱ
　

要
録

の
活

用
に

つ
い

て

全
て

の
園

（
施

設
）
か

ら
送

付
を

受
け

た
一

部
の

園
（
施

設
）
か

ら
は

送
付

を
受

け
て

い
な

い

校
長

1
年

生
の

学
級

担
任

教
頭

問
3
-
1

平
成

2
7
年

度
、

次
の

よ
う

な
、

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
と

の
教

職
員

同
士

の
連

携
活

動
を

実
施

し
ま

し
た

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

123456789

問
3
-
2

今
後

、
次

の
よ

う
な

、
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
と

の
教

職
員

同
士

の
連

携
活

動
を

実
施

し
た

い
と

考
え

ま
す

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。注
）平

成
27年

度
に

実
施

し
た

活
動

で
、

今
後

も
引

き
続

き
実

施
し

た
い

も
の

に
も

○
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。

12345678
そ

の
他

（
）

9

問
3
-
3

問
3
-
1
で

1
～

8
に

○
を

つ
け

た
方

の
み

お
答

え
く

だ
さ

い
。

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

を
実

施
し

た
こ

と
に

よ
り

、
ど

の
よ

う
な

成
果

・
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

ま
す

か
。

次
の

各
項

目
に

つ
き

、
A

～
D

の
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

※
Ａ

：大
い

に
当

て
は

ま
る

／
Ｂ

：あ
る

程
度

当
て

は
ま

る
／

Ｃ
：あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
／

Ｄ
：当

て
は

ま
ら

な
い

A
B

C
D

123456

そ
の

他
、

成
果

・
効

果
が

あ
れ

ば
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

幼
児

期
の

教
育

か
ら

の
接

続
を

円
滑

に
す

る
た

め
の

教
育

課
程

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

う

小
学

校
を

中
心

と
し

て
、

学
区

内
の

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
と

の
連

携
組

織
を

設
置

す
る

そ
の

他
（
特

色
あ

る
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
）

特
に

実
施

し
て

い
な

い

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

事
前

打
合

せ

Ⅲ
　

幼
稚

園
・

保
育

所
・

認
定

こ
ど

も
園

と
の

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

に
つ

い
て

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

事
前

打
合

せ

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

振
り

返
り

 （
事

後
打

合
せ

）

小
学

校
の

授
業

や
活

動
の

見
学

に
園

（
施

設
）
の

教
職

員
を

招
く

園
（
施

設
）
の

教
育

・
保

育
活

動
を

見
学

す
る

園
（
施

設
）
の

教
職

員
と

合
同

の
研

修
会

を
行

う

特
に

実
施

し
た

い
活

動
は

な
い教

職
員

同
士

の
連

携
活

動
に

よ
る

成
果

・
効

果

園
（
施

設
）
の

教
職

員
と

の
つ

な
が

り
が

で
き

た
（
つ

な
が

り
が

深
ま

っ
た

）

園
（
施

設
）
の

職
員

が
小

学
校

に
期

待
し

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ
た

園
（
施

設
）
で

の
教

育
・
保

育
に

対
す

る
学

校
職

員
の

理
解

が
深

ま
っ

た

子
ど

も
を

中
心

と
し

た
交

流
活

動
の

振
り

返
り

 （
事

後
打

合
せ

）

小
学

校
の

授
業

や
活

動
の

見
学

に
園

（
施

設
）
の

教
職

員
を

招
く

園
（
施

設
）
の

教
育

・
保

育
活

動
を

見
学

す
る

園
（
施

設
）
の

教
職

員
と

合
同

の
研

修
会

を
行

う

幼
児

期
の

教
育

か
ら

の
接

続
を

円
滑

に
す

る
た

め
の

教
育

課
程

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

う

小
学

校
を

中
心

と
し

て
、

学
区

内
の

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
と

の
連

携
組

織
を

設
置

す
る

幼
児

期
の

教
育

と
小

学
校

教
育

と
の

つ
な

が
り

に
対

す
る

学
校

教
職

員
の

理
解

が
深

ま
っ

た

小
学

校
教

育
の

内
容

や
考

え
方

を
園

（
施

設
）
の

教
職

員
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

た

幼
児

期
の

教
育

か
ら

の
接

続
を

円
滑

に
す

る
た

め
の

教
育

課
程

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
善

に
つ

な
が

っ
た
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問
4
-
2

特
に

1
年

生
の

前
半

に
、

幼
児

期
の

教
育

か
ら

の
接

続
を

円
滑

に
す

る
た

め
に

意
識

的
に

実
践

し
た

取
組

み
は

あ
り

ま
す

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1

→
　

○
を

付
け

た
方

は
、

具
体

的
な

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

2

→
　

○
を

付
け

た
方

は
、

具
体

的
な

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

3

→
　

○
を

付
け

た
方

は
、

具
体

的
な

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

4

→
　

○
を

付
け

た
方

は
、

具
体

的
な

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

5

→
　

○
を

付
け

た
方

は
、

具
体

的
な

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

6

→
　

○
を

付
け

た
方

は
、

具
体

的
な

内
容

を
ご

記
入

く
だ

さ
い

78

問
4
-
3

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
、

当
て

は
ま

る
番

号
1
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1234

＜
ア

プ
ロ

ー
チ

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
は

＞

　
幼

児
期

に
お

け
る

発
達

や
学

び
を

小
学

校
で

の
生

活
や

学
習

に
円

滑
に

接
続

す
る

た
め

に
、

幼
児

期
の

教
育

・
保

育
が

終
了

す
る

前
の

「
接

続
期

」
（
概

ね
年

長
時

の
後

半
）
に

、
幼

稚
園

・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
で

実
施

す
る

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
す

。次
ペ

ー
ジ

に
続

き
ま

す

幼
児

期
に

親
し

ん
で

き
た

活
動

を
取

り
入

れ
て

い
る

幼
児

期
の

教
育

に
つ

い
て

研
修

等
を

行
い

、
理

解
を

深
め

て
い

る

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
作

成
・
実

践
し

て
い

る

そ
の

他
（
特

色
あ

る
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
）

分
か

り
や

す
い

表
示

、
板

書
、

安
心

で
き

る
空

間
づ

く
り

な
ど

、
環

境
の

構
成

を
工

夫
し

て
い

る

時
間

割
を

短
め

に
モ

ジ
ュ

ー
ル

化
し

て
い

る

生
活

科
等

に
お

い
て

、
合

科
的

・
関

連
的

な
指

導
を

取
り

入
れ

て
い

る

特
に

意
識

的
に

実
践

し
て

い
る

こ
と

は
な

い

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

つ
い

て
研

修
等

を
行

い
、

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
等

に
生

か
し

て
い

る

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

関
す

る
資

料
を

読
ん

だ
こ

と
が

あ
る

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

関
す

る
資

料
を

読
ん

だ
こ

と
は

な
い

が
、

言
葉

や
意

味
は

知
っ

て
い

る

ア
プ

ロ
ー

チ
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

い
う
言

葉
や

意
味

を
よ

く
知

ら
な

か
っ

た

問
3
-
4

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

の
実

施
に

当
た

り
、

課
題

や
障

壁
と

な
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

次
の

各
項

目
に

つ
き

、
A

～
D

の
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

※
Ａ

：大
い

に
当

て
は

ま
る

／
Ｂ

：あ
る

程
度

当
て

は
ま

る
／

Ｃ
：あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
／

Ｄ
：当

て
は

ま
ら

な
い

A
B

C
D

123456789

そ
の

他
、

課
題

や
障

壁
と

な
る

こ
と

が
あ

れ
ば

具
体

的
に

ご
記

入
く

だ
さ

い

問
3
-
5

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

を
中

心
と

な
っ

て
行

う
担

当
者

は
ど

な
た

で
す

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
1
つ

 に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

1
4

2
5

そ
の

他
（

）

3
6

問
4
-
1

平
成

2
8
年

4
月

時
点

で
、

1
年

生
の

学
年

全
体

と
し

て
、

入
学

し
た

児
童

の
様

子
で

課
題

と
感

じ
た

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。

次
の

各
項

目
に

つ
き

、
A

～
D

の
当

て
は

ま
る

も
の

１
つ

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

※
Ａ

：課
題

だ
と

感
じ

た
／

Ｂ
：や

や
課

題
だ

と
感

じ
た

／
Ｃ

：あ
ま

り
課

題
だ

と
感

じ
な

か
っ

た
／

Ｄ
：課

題
だ

と
感

じ
な

か
っ

た

A
B

C
D

1234567891
0

1
1

1
2

そ
の

他
、

感
じ

て
い

る
こ

と
が

あ
れ

ば
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

好
き

嫌
い

な
く

、
喜

ん
で

給
食

を
食

べ
る

こ
と

数
量

・
図

形
、

文
字

へ
の

興
味

・
関

心
や

感
覚

を
持

ち
、

活
用

す
る

こ
と

自
然

や
動

植
物

に
対

し
て

興
味

・
関

心
を

持
ち

、
大

切
に

す
る

こ
と

発
達

段
階

に
相

応
し

い
運

動
機

能
が

身
に

付
い

て
い

る
こ

と

ト
イ

レ
、

着
替

え
、

靴
の

履
き

替
え

な
ど

、
基

本
的

な
生

活
習

慣
が

身
に

付
い

て
い

る
こ

と

友
だ

ち
を

た
く

さ
ん

つ
く

り
、

仲
良

く
協

力
し

て
過

ご
す

こ
と

教
職

員
の

指
示

に
従

っ
た

り
、

ル
ー

ル
を

守
る

こ
と

落
ち

着
い

て
席

に
座

り
、

教
職

員
の

話
を

最
後

ま
で

聞
く

こ
と

自
分

の
思

い
や

考
え

を
友

だ
ち

や
教

職
員

に
言

葉
で

伝
え

る
こ

と

自
分

の
持

ち
物

を
き

ち
ん

と
管

理
・
整

理
す

る
こ

と

教
務

主
任

特
に

決
ま

っ
て

い
な

い

Ⅳ
　

幼
児

期
の

教
育

か
ら

の
円

滑
な

接
続

に
向

け
た

取
組

み
に

つ
い

て

平
成

2
8
年

度
入

学
児

童
の

様
子

学
校

生
活

を
楽

し
み

、
喜

ん
で

登
校

す
る

こ
と

心
身

と
も

に
健

康
で

、
活

発
に

過
ご

す
こ

と

学
校

教
職

員
の

人
事

異
動

で
関

係
が

途
切

れ
て

し
ま

う

園
（
施

設
）
の

教
職

員
と

交
流

で
き

る
関

係
が

築
け

て
い

な
い

校
長

1
年

生
の

学
級

担
任

教
頭

多
忙

で
連

携
活

動
の

準
備

や
振

り
返

り
の

時
間

が
取

れ
な

い

園
（
施

設
）
と

日
程

（
繁

忙
期

や
時

間
帯

）
が

合
わ

な
い

連
携

活
動

の
必

要
性

に
つ

い
て

校
内

の
共

通
理

解
を

得
る

の
が

難
し

い

校
内

で
、

連
携

活
動

の
担

当
者

が
明

確
で

な
い

ど
の

よ
う
な

連
携

活
動

を
す

れ
ば

よ
い

か
分

か
ら

な
い

連
携

活
動

が
単

年
度

で
途

切
れ

た
り

、
単

発
で

終
わ

っ
て

し
ま

う

教
職

員
同

士
の

連
携

活
動

に
お

け
る

課
題

や
障

壁

複
数

の
園

（
施

設
）
の

卒
園

児
が

入
学

す
る

た
め

、
す

べ
て

の
園

（
施

設
）
と

連
携

で
き

な
い
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問

5
-
1

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
の

年
長

児
の

保
護

者
に

対
し

、
入

学
に

対
す

る
不

安
を

和
ら

げ
た

り
、

入
学

に
向

け
た

準
備

を

支
援

す
る

た
め

に
行

っ
て

い
る

こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

123456

問
5
-
2

特
に

1
年

生
前

半
に

、
保

護
者

に
対

し
、

小
学

校
で

の
生

活
や

学
習

に
対

す
る

理
解

を
促

す
た

め
に

行
っ

て
い

る
こ

と
は

あ
り

ま
す

か
。

当
て

は
ま

る
番

号
す

べ
て

に
○

を
つ

け
て

く
だ

さ
い

。

123456

問
6
-
1

幼
稚

園
・
保

育
所

・
認

定
こ

ど
も

園
と

の
連

携
・
接

続
に

つ
い

て
ご

意
見

等
が

ご
ざ

い
ま

し
た

ら
、

ご
自

由
に

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

Ⅴ
　

小
学

校
入

学
を

控
え

た
園

児
の

家
庭

や
保

護
者

へ
の

支
援

や
啓

発
に

つ
い

て

小
学

校
で

保
護

者
に

対
す

る
説

明
会

等
を

開
催

す
る

園
（
施

設
）
に

行
っ

て
説

明
会

等
を

開
催

す
る

小
学

校
入

学
に

向
け

た
家

庭
で

の
留

意
事

項
な

ど
を

記
載

し
た

お
便

り
を

作
成

し
、

園
（
施

設
）
に

配
布

し
て

も
ら

う

小
学

校
の

お
便

り
な

ど
を

園
（
施

設
）
内

に
掲

示
し

て
も

ら
う

そ
の

他
（
特

色
あ

る
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
）

そ
の

他
（
特

色
あ

る
取

組
み

が
あ

れ
ば

、
具

体
的

に
ご

記
入

く
だ

さ
い

。
）

特
に

実
施

し
て

い
な

い

Ⅵ
　

幼
稚

園
・

保
育

所
・

認
定

こ
ど

も
園

と
の

連
携

・
接

続
に

関
す

る
ご

意
見

～
　

ご
協

力
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

　
～

特
に

実
施

し
て

い
な

い

小
学

校
で

の
生

活
や

学
習

の
内

容
、

児
童

の
様

子
等

を
お

便
り

な
ど

で
知

ら
せ

て
い

る

小
学

校
で

の
生

活
や

学
習

の
内

容
、

児
童

の
様

子
等

を
保

護
者

会
な

ど
で

知
ら

せ
て

い
る

年
度

初
め

の
早

い
時

期
（
4
月

中
）
に

、
授

業
参

観
や

保
護

者
懇

談
会

を
実

施
し

て
い

る

保
護

者
と

個
別

に
話

し
た

り
、

相
談

に
応

じ
る

機
会

を
設

け
て

い
る
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